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paattb sand patdasar badasb saatdasb fdasdar datttpaadasb daumsar
大半の国の国土は離れた出入地で、ブアツトダ国・スアアトダ国は良い出入農地だった。
ダツツツプアア国は土地が集まった家だった。

kaatb fattb nadafakb k saatdaqb k fab
その後人が増え遠くない国は広くない土地を守り、後に幾らか支配し、後は遠かった。

baatdaqab daqtb fab bfttdar fadak
纏められた資産の統治者は遠い人だった。新しく集まった農地は遠く強かった。

saattfatb fadakb bqttdar daqb
幾らか集まった遠い国は、遠く小さく維持された。古い集まりの農地を支配した。

baattb qttda kaum qab kdand kaatdazi
纏めた国は小さく無く沢山で、領地に地震があった。後は悪く、後の仕事が増えた。

saatdak batb kdaumaatdas daftdak fatb
大半は強く変化し、後に家への出入を増やしたが、大変貧しい遠い国だった。

nadaftaadatp aatdak fatb nadaqtdas nadaqtdaz
貧しく無い他の僅かな集まりは強さを加え、遠い国となった。
統治のない出入で統治は無くなり小さくなった。

badattb fatb nada fadasdaum bftdasaid batdaum
契約を集めた人は遠い国では小さく無く、遠い出入りの家だった。
新しくない出入りの助けは多くの家にあった。

ftaadaum nadakaatdasb dafaum
良くない幾らかの家はナダクアアトダ国で豊かな家だった。
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dapaattb faaab patqab aatdar aapaaadaum
多くはない国だが遠い全てに、非常な地震があった。農地を加え大半の家を加えた。

qaadar daum aattdaum nadaqdasaum umktttb qtdasazi
狭い幾らかの農地や家は家に加えられ、自立無く出入が希望だった。
色々な後に人は増え少なくない出入りが可能となった。

bfaatb nab aadak qaatdar aatdab k aatdaum kaum said
新しい人を加えても人が居なく、幾らか強く維持した農地に人々を加えた。
後に家を加え領地は長老のものだった。

qbatdaum nadaar gak bqand k araum anz azi
小さな多くの家が狭く無い土地にあり、外部は後まで古いままだった。
後に土地の希望で復旧は可能だった。

kad aidb qtdaum sair daums and afdaumz
後の助言に人は助けられ、小さくない家には日が差し、家が集まった。
そして大きな良い家になった。

bqbada nadak ardaumdar dar aum sar and z
古い契約は強くなく、土地や家が次々と農地になり、希望のボスがそしてできた。

kand daumfar
しかしながら家は遠かった。


